
　頼よ
り
と
も朝
の
御
家
人・
比ひ

き

し
企
氏

　
ド
ラ
マ
第
２
回
か
ら
登
場
し

た
比ひ
き
の
あ
ま

企
尼（
演
・
草
笛
光
子
）
は
、

頼
朝
の
乳
母
で
、
伊
豆
に
流
さ
れ

た
14
歳
の
頼
朝
の
た
め
に
、
自
ら

も
京
か
ら
武む
さ
し
の
く
に
ひ
き
ぐ
ん

蔵
国
比
企
郡（
現
在

の
比
企
郡
と
東ひ
が
し
ま
つ
や
ま
し

松
山
市
）
の
領
地

に
下
り
、
頼
朝
の
20
年
の
流
人

生
活
を
支
え
た
人
物
で
す
。
そ

の
甥
の
比
企
能よ
し
か
ず員（
演
・
佐
藤
二

朗
）
も
平
氏
や
奥
州
藤
原
氏
討
伐

の
功
労
を
認
め
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府

成
立
後
、
比
企
氏
一
族
は
鎌
倉
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
の
ち
に

能
員
の
館
で
北
ほ
う
じ
ょ
う条
政ま
さ

子こ

が
頼よ
り
い
え家

（
２
代
将
軍
）
を
出
産
し
、
乳
母

に
能
員
の
妻
が
選
ば
れ
る
と
、
能

員
は
御
家
人
の
な
か
で
も
特
に
重

用
さ
れ
ま
し
た
。
頼
朝
の
死
後
、

13
人
の
有
力
御
家

人
に
よ
る
合
議
制

に
加
わ
り
、
娘
の

若わ
か
さ
の
つ
ぼ
ね

狭
局
が
頼
家
の

室
と
な
り
一い
ち
ま
ん幡
を

産
む
と
将
軍
の
外が
い

祖そ

父ふ

と
な
っ
て
権

勢
を
奮
い
ま
す

が
、
建け
ん
に
ん仁
３
年

（
１
２
０
３
）、
北

条
氏
の
陰
謀
に

よ
っ
て
比
企
氏
一

族
は
滅
ぼ
さ
れ
ま

し
た（
比
企
能
員

の
変
）。

　
比
企
氏
と
越
生

氏
の
謎

　
同
じ
武
蔵
国
に

所
領
が
あ
り
、
奥
州
藤
原
氏
討
伐

に
参
戦
し
た
共
通
点
を
も
つ
比
企

氏
と
越
生
氏
に
つ
い
て
は
、
両
氏

の
繋
が
り
を
伝
え
る
歴
史
ロ
マ
ン

を
感
じ
さ
せ
る
史
料
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
福
岡
県
う
き
は
市
小こ

じ
お塩
に
あ
る

小こ

じ

お
椎
尾
神
社
の
旧
神
像
の
木
製
敷

板（
縦
３
５
・
５
×
横
２
２
・
２

×
厚
さ
２
cm
）
に
、
以
下
の
銘
文

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
越
生
明

神
者
本
来
春
日
大
明
神
也
、
吾
祖

家
行
次
男
広
斉
之
所
勧
請
焉
、
初

広
斉
依
比
企
判
官
之
頼
保
護
丹
後

局
而
下
向
鹿
児
島
之
處
、
被
坐
能

員
之
罪
、
一
旦
遁
干
八
代
、
後
遂

来
住
干
此
郡
之
山
間
、
沿
渓
流
而

開
墾
多
得
良
田
矣
、
當
時
東
西
大

乱
、
諸
国
浮
浪
之
士
従
四
方
移
住

者
多
而
成
一
小
部
落
、
是
實
氏
神

加
護
之
恩
頼
也
、
依
之
永
奉
崇
越

生
明
神
者
　御
像
彩
色
大
願
主
大

旦
那

　康
正
二
丙
子
三
月
吉
日
　

東
山
城
主
越
生
越
前
守
藤
原
朝
臣

広
済
敬
白
」【
解
説
】「
越
生
明
神

は
本
来
春
日
大
明
神
な
り
。
わ
が

祖
家い

え

行ゆ
き

次
男
広ひ
ろ
な
り斉
の
勧か
ん
じ
ょ
う請
す
る

所
。
初
め
広
斉
、
比
企
判
官（
能

員
）
の
頼
み
に
よ
り
丹た
ん
ご
の
つ
ぼ
ね

後
局（
比

企
尼
の
長
女
）
を
保
護
し
鹿
児
島

に
下
向
す
る
の
処
、
能
員
の
罪
に

坐
せ
ら
れ
、
一
旦
八や
つ
し
ろ代（
現
熊
本

県
八
代
市
）
に
遁の
が

れ
、
後
に
こ
の

郡
の
山
間
に
来
住
を
遂
げ
、
渓
流

に
沿
っ
て
開
墾
し
多
く
良
田
を
得

る
。
当
時
東
西
大
乱
し
、
諸
国
浮

浪
の
士
四
方
よ
り
移
住
す
る
者
多

く
一
小
部
落
を
な
す
。
こ
れ
実

に
氏
神
加
護
の
恩
頼
な
り
。
こ

れ
に
よ
り
永
く
越
生
明
神
を
祟あ
が

め
奉
た
て
ま
つる
」
こ
れ
は
室
町
時
代
の

康こ
う
し
ょ
う
正
２
年（
１
４
５
６
）
に
記
さ

れ
た
も
の
で
、
丹
後
局
と
と
も
に

九
州
に
渡
っ
た
越
生
氏
が
、
東
ひ
が
し
や
ま山

（
小
塩
の
烏
か
ら
す
が
だ
け
岳
）
に
城
を
構
え
て

こ
の
地
を
治
め
た
と
伝
え
て
い
ま

す
。

　
一
方
、丹
後
局
は
仏
門
に
入
り
、

小
椎
尾
神
社
近
く
の
岩い
わ
や
ど
う

屋
堂
観か
ん

音の
ん

堂ど
う

の
前
に
草
庵
を
建
て
、
比び

丘く

尼に

と
な
っ
て
暮
ら
し
た
と
い
う
伝
承

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
屋
堂
の

本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
像
の
胎
内
墨

書
銘
に
は
、
小
椎
尾
（
越
生
）
の

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
山
城

主
か
、
越
生
一
門
の
有
力
者
で
仏

門
に
入
っ
た
者
の
像
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す（
う
き
は
市
Ｈ
Ｐ
）。

　
こ
の
ほ
か
九
州
に
は
、
福
岡

県
久く

る

め

し

留
米
市
に
越
生
氏
か
ら
派

生
し
た
「
黒
岩
姓
」
を
名
乗
る

一
族
が
い
る
こ
と
や
、
大
分
県

豊ぶ
ん
ご後
大お
お
の
し

野
市
に
「
越こ
し
お生
」
と
い

う
地
名
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
越

生
氏
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ

る
伝
承
や
地
名
が
の
こ
さ
れ
て

い
ま
す
。

越生浪漫
No.157
NHK大河ドラマ

「鎌倉殿の13人」と越生②

福岡県うきは市（出典：地理院地図Vector をもとに作成）

「岩
いわやどうもくちょうあみだにょらいざぞう
屋堂木彫阿弥陀如来坐像」（福岡県指定有形民俗文化財）

「小
こじおじんじゃきゅうしんぞうしきいた
椎尾神社旧神像敷板」（福岡県指定有形民俗文化財）
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Pick up

おごせ教育

高
等
学
校
定
通
制
卓
球
大
会
・

全
国
高
等
学
校
定
通
制
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会
に
出
場
。

特
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
女

子
団
体
戦
で
３
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　
運
動
部
の
活
躍
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
落
と
し
た
暗
い
影
を
明

る
く
払
拭
す
る
よ
う
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性

の
輝
き
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
後
と
も
、
地
域
に
信
頼
さ
れ

る
学
校
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　越生小学校では、代表委員会の児童
が定期的にあいさつ運動をしています。
１月11日（火）１３日（木）は、越生中学
校の生徒会と生活委員の皆さんが、越
生小学校の校門に立ち、児童と一緒に
あいさつ運動を行ってくれました。今後
も、あいさつが溢れる学校を目指して
いきます。

越 生 小 学 校

　１年生の総合的な学習の時間に
『越生町魅力PR大作戦』を行って
います。これは、郷土理解と職業調査
の一貫として、越生町について調べ、
魅力を発見し、どのようにPRすると
効果的かを学ぶものです。１月28日
（金）には、実際に町内を歩いてたく
さんの魅力を発見してきました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　１月18日（火）に「夢と豊かな心を
はぐくむ講演会」があり、車いすバス
ケットボールの選手４名を「こころの
先生」として、車いすバスケを体験しま
した。パラリンピック精神として「でき
ないことを考えるのではなくて、でき
ることを見つけることが大切だ」と教
えてもらいました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育292

清和学園高等学校

コロナ禍に負けず、
　　運動部の活躍！

　
昨
年
に
引
き
続
き
こ
の
一

年
も
、
清
和
学
園
高
等
学
校
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
徒
の
安
全

確
保
の
対
応
の
た
め
、
学
校
行

事
を
中
止
し
た
り
、
延
期
や
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
と
、

生
徒
は
大
変
な
学
生
生
活
を

送
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
学
校
全
体
を
元

気
づ
け
て
く
れ
た
の
は
、
運
動

部
の
活
躍
で
し
た
。

　
ま
ず
、
軟
式
野
球
部
は
、
神

宮
球
場
で
の
全
国
大
会
へ
の

切
符
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
全

国
高
等
学
校
定
通
制
軟
式
野

球
埼
玉
県
大
会
で
準
優
勝
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
卓
球
部
と
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
は
埼
玉
県
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
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